
２０１６年３月政情（内政・外交） 

 

１ 内政 

（１）スクレ社会開発次官の辞任 

 １日，公金で雇われた自身の警護官に犬を散歩させた疑惑で告訴されていたスクレ社会

開発次官が，辞表を提出した。同次官は，同疑惑を否定した上で，訴訟に集中するために

辞任を決意した旨述べた。 

（２）マルティネリ前大統領の身柄引渡しのための手続き開始 

 １１日，マルティネリ前大統領の盗聴疑惑に関し，本件審判を担当するメヒア判事は，

外務省に同前大統領の身柄引渡しのための手続きを開始するよう要請した。右は昨年１２

月に最高裁がメヒア判事に予防拘禁のための手続きを進めるよう命じたことに基づくもの

で，今後外務省より米国政府乃至インターポールに対して同氏の拘禁のための申請が行わ

れる予定。 

（３）フォンセカ・モラ大統領顧問兼パナメニスタ党党首代行の辞職 

 １１日，ラモン・フォンセカ・モラ大統領顧問（法務担当）兼パナメニスタ党党首代行

が辞職を発表した。辞職の理由として，同氏は自身の経営するモサック・フォンセカ法律

事務所に対して資金洗浄等の疑惑がかけられており，右対応に専念する必要があることを

挙げた。 

（４）各自治体への交付金の配賦開始 

 ２２日，パナマ政府は，地方分権化プロセスの一環として，各自治体への交付金の配賦

を開始した。大統領府の発表によれば，全国の自治体に割り当てられる交付金の総額は１

億５，１００万ドルとなる見込み。 

（５）オンブズマンの選出 

 ３０日，議会にてオンブズマン（任期：２０１６～２０２１年）選出のための投票が行

われ，現在治安省職員として勤務するアルフレド・カスティジェーロ・オジョス氏が選出

された。 

 

２ 外交 

（１）サイン・マロ副大統領兼外務大臣の英国訪問 

ア １日，「サ」外務大臣は，ボールズ英国ビジネス・イノベーション・技能大臣との間で，

パナマにおける技術専門教育及び職業訓練の発展のための覚書に署名した。 

イ ２日，「サ」外務大臣は，ハモンド英国外務大臣との間で，パナマの公的機関における

透明性の強化のための覚書に署名した。 

ウ ２日，「サ」外務大臣は英国企業関係者との間で会合を行ったほか，ロンドン・スクー

ル・オブ・エコノミクス（LSE）にて「米州地域への入口としてのパナマの役割」と題する

講演を行った。 



（２）パナマ・アルゼンチン副大統領会談 

 ７日，「サ」外務大臣は，当国を訪問したミケッティ・アルゼンチン副大統領と会談し，

地域に相乗効果をもたらす地域的メカニズムの構築の重要性につき意見交換を行ったほか，

二国間レベルでの租税に関する協定のための交渉の可能性につき協議した。 

（３）パナマ・ホンジュラス外相会談 

 １４日，「サ」外務大臣は，当国を訪問したコラレス・ホンジュラス外務大臣と会談し，

SICA の体制強化のための方策につき意見交換を行った。 

（４）キューバ移民問題 

 １１日，当国外務省は，移送対象者として認定された１，２００人のキューバ移民のメ

キシコへの移送を完了した。他方，当地メディアは，右対象とならず，当地の滞在を余儀

なくされているキューバ移民が１７日時点で１，２００人以上存在する旨報じた。この状

況を受け，パナマ政府はキューバ移民のための宿泊施設の提供等の支援を継続することを

決定した。 

（５）アンリー・オブ・セント・ジョンズ英国外務閣外大臣の当地訪問 

 １７日，「サ」外務大臣は，当地を訪問したアンリー・オブ・セント・ジョンズ英国外務

閣外大臣と会談し，パナマ刑務所機構と英国エセックス大学国際刑務所研究センターの間

で行われている刑務所制度改革に関する協力，ならびに両国政府の間で結ばれたパナマの

公的機関における透明性の強化のための協力につき協議を行った。 

（６）ナバーロ外務次官のスペイン・カナリア諸島及びア首連訪問 

ア １６～１７日，「ナ」次官は，スペイン・カナリア諸島のカサ・アフリカ，国連人道支

援物資備蓄庫（UNHRD），世界食糧機関（FAO），ラスパルマス大学，グランカナリア国際人

道支援センター及びスペイン赤十字アフリカ協力センターの代表者とそれぞれ会合を行っ

た。 

イ ２１日，「ナ」次官は，リーム・ア首連協力大臣との間で会談を行い，２０２０年ドバ

イ国際見本市（EXPO DUBAI 2020）にかかるパナマの協力及び両国間直行便就航の重要性等

につき協議した。 

（７）インカピエ外務次官のグアテマラ及びパラグアイ訪問 

ア ３０日，「イ」次官は，グアテマラで開催されたメソアメリカ計画執行委員会の会合に

パナマ政府代表として出席し，短距離航路（SSS）振興のための行動計画にかかるパナマの

取組につき説明した。 

イ ３１日，「イ」次官はパラグアイを訪問し，カベージョ同国筆頭外務次官との間で，第

３回二国間政策協議を実施した。両次官は，「麻薬及び精神作用物質の不正利用及び取引防

止のための両国外務省間協力」にかかる署名を行った。 


